
実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

うるま市スポーツ推進計画策定の完了

実　績 策定の完了 － － － －

目　標 策定の完了 － － － －

実　績

実　績

目　標

－ － － －

策定検討委員会の開催

目　標 委員会の開催 － － －

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

－

実　績 調査の完了 － － － －

本市の現状把握調査や
スポーツへの意識調査の実施

目　標 調査の実施 － － －

－

実　績 委員会の開催の完了

99.3%

うち
交付金充当額

6,348 6,348

執行状況の説明 　当初の計画どおり事業を適正に執行することができた。

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 合計

Ｂ．執行済額 7,935 7,935

Ａ．予算現額 7,992 7,992

執行率（％）(B/A) 99.3%

事業内容
　生涯スポーツによる住民の健康増進、競技スポーツによる青少年の人材育成、及びスポーツ交流による観光振興を図ることを
目的とし、「うるま市スポーツ推進計画」を策定する。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（１）
30 30 該当箇所

担当部課名 経済部 　観光振興課
事業実施
年度

平成 ～

市町村名 うるま市

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 うるま市スポーツ推進計画策定事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章－３－（２）－ア

基本計画該当箇所 国際的な沖縄観光ブランドの確立



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R1年度】
　新型コロナウイルスについて、国内外の状況を踏まえ、今後の取り組みを検討するとともに、令和元年度に設立したうるま市スポーツコンベンション推
進協議会を中心として、関係機関・団体等と情報共有及び連携を図りながら、受入数増加及び市内消費拡大に取り組んでいく。

【R1年度】
　令和元年1月時点では11件の春季スポーツキャンプ・合宿が行われる予定
であったが、新型コロナウイルスの影響により、4件のキャンプ・合宿が中止
となり、実績は7件に留まった。また、スポーツイベントについても、新型コロ
ナウイルスの影響により、1件がキャンセルとなっている。

【R1年度】
　新型コロナウイルスについて、国内外の状況を注視し、今後の取り組み
を検討する必要がある。

- - -

状
況
説
明

【R1年度】
・目標値11件に対して、実績は10件となり、目標を達成できなかった。
内訳はスポーツキャンプ・合宿7件、スポーツイベント3件となっている。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

11件以上

実　績 - - - - 10件

R1年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

スポーツキャンプや合宿、スポーツイベント等誘致数

目　標 -



市町村名 うるま市

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 具志川多種目球技場芝整備機材導入事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章－３－（２）－ア

基本計画該当箇所 国際的な沖縄観光ブランドの確立

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（１）
30 30 該当箇所

担当部課名 経済部 観光振興課
事業実施
年度

平成 ～

事業内容 芝整備機材を調達し、年間を通して「良好な芝生環境」を整備することにより、サッカーキャンプ誘致を図る。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 合計

Ｂ．執行済額 9,018 9,018

Ａ．予算現額 9,050 9,050

執行率（％）(B/A) 99.6% 99.6%

うち
交付金充当額

7,214 7,214

執行状況の説明 予算現額と執行済額の差は入札残によるものである。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

－

実　績 芝整備機材
調達完了 － － － －

芝整備機材
（リールモア、スイーパー等）の調達

目　標 芝整備機材
調達 － － －

実　績

目　標

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

芝整備機材
（リールモア、スイーパー等）の導入完了

実　績 芝整備機材
の導入完了 － － － －

目　標 芝整備機材
の導入完了 － － － －

実　績

目　標

実　績

目　標



事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

1件以上

実　績 - - - - 3件

R1年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

サッカーキャンプ誘致数

目　標 - - - -

状
況
説
明

【R１年度】
・目標値1件以上に対して、実績は3件であった。
・平成31年4月より指定管理者制度を導入し、施設管理のノウハウを持った指定管理者により、本事業で購入した芝整備機材を活用して芝
管理を行った。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

【R1年度】
・本事業により導入した芝整備機材等を活用した芝生管理について、指定管理者により作成した芝生養生スケジュール表を芝管理専門業者の知見を取
り入れる等、随時更新を図り、良好な芝生環境の維持管理に努め、継続的なプロサッカーキャンプ誘致に取り組んでいく。

【R1年度】
・平成31年度4月より施設の指定管理制度を導入し、行政による直営管理で
はなく、ノウハウを持った民間事業者により、施設管理を行っている。指定管
理者により本事業で導入した芝整備機材等を活用した芝生養生スケジュー
ル表を作成した。

【R1年度】
・令和元年度に作成した芝生養生スケジュール表について、芝管理専門
業者の知見を取り入れる等、随時更新していく検討が必要である。

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）



実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

スポーツコンベンション誘致戦略策定の完了

実　績 策定の完了 － － － －

目　標 策定の完了 － － － －

実　績

実　績

目　標

－ － － －

策定検討委員会の開催

目　標 委員会の開催 － － －

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

－

実　績 調査の完了 － － － －

各種基礎調査の実施

目　標 調査の実施 － － －

－

実　績 委員会の開催の完
了

85.1%

うち
交付金充当額

4,855 4,855

執行状況の説明 　予算現額と執行済額の差は確定残によるものである。

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 合計

Ｂ．執行済額 6,069 6,069

Ａ．予算現額 7,128 7,128

執行率（％）(B/A) 85.1%

事業内容 　スポーツキャンプの誘致等を目的とし、本市が所有する各種体育施設等を活用したスポーツコンベンション誘致戦略を策定する。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（１）
30 30 該当箇所

担当部課名 経済部 観光振興課
事業実施
年度

平成 ～

市町村名 うるま市

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 スポーツコンベンション誘致戦略策定事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章－３－（２）－ア

基本計画該当箇所 国際的な沖縄観光ブランドの確立



目　標

【R1年度】
・韓国プロ球団の誘致が困難となることも想定して、国内外のプロ球団や実業団等との受入交渉を慎重に行っていく。
・新型コロナウイルスについて、国内外の状況を踏まえ、今後の取り組みを検討するとともに、令和元年度に設立したうるま市スポーツコンベンション推
進協議会を中心として、関係機関・団体等と情報共有及び連携を図りながら、最大限スポーツキャンプ・合宿等の誘致数増加に向けて取り組んでいく。

【R1年度】
・日韓関係の不振により、韓国プロ野球キャンプが2件中止となった。
・新型コロナウイルスの影響により、キャンプ・合宿が4件中止、スポーツイベ
ントが1件キャンセルとなった。

【R1年度】
・プロ野球キャンプの誘致にあたっては、日韓関係を注視しつつ、受入交
渉を行う必要がある。
・新型コロナウイルスについて、国内外の状況を注視し、今後の取り組み
を検討する必要がある。

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

状
況
説
明

【R1年度】
・目標値15件に対して、実績は10件で目標を達成できなかった。未達成理由として、日韓関係の不振や新型コロナウイルスの感染拡大に
伴うものである。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

- - -

実　績

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

15件以上

実　績 - - - - 10件

R1年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

スポーツキャンプや合宿、スポーツイベント等誘致数

目　標 -



実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H30年度 Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 R4年度

無線アクセスポイントの整備完了

実　績
無線アクセスポ
イントの整備完
了

目　標
無線アクセスポ
イントの整備完
了

実　績

実　績

目　標

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

Ｈ30年度 Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 R4年度

実　績
無線アクセスポ
イントの整備完
了

無線アクセスポイントの整備

目　標
無線アクセスポ
イントの整備

実　績

99.9%

うち
交付金充当額

59,929 59,929

執行状況の説明 当初の計画どおり事業を適正に執行することができた。

74,912

R3年度 合計

Ａ．予算現額 75,000 75,000

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

H30年度 R1年度 R2年度

Ｂ．執行済額 74,912

執行率（％）(B/A) 99.9%

Ⅲ－１－（１）
該当箇所

事業内容 無線アクセスポイントを整備し、外国人観光客の利便性向上を図る。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □

担当部課名 経済部 観光振興課
事業実施
年度

平成30年度 沖縄振興基本方針

補助 □ 負担 □ その他（　　）

市町村名 うるま市

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 地域Ｗｉ-Ｆｉ環境整備事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章－３－（２）－エ

基本計画該当箇所 観光客の受入態勢の整備



状
況
説
明

【Ｒ1年度】
・外国人観光客による満足度80％以上という成果目標を設定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響による外出自粛や入国規制
などによりアンケートが実施できなかったため、入国規制が解除され次第、アンケート等による満足度調査を実施する。

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【Ｒ1年度】
・既存のＰＲ活動の継続実施に加え、観光マップや観光情報誌への掲載、観光関連団体への周知強化を行い、外国人利用者数の増加へと繋げ満足度
の向上を図る。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

【Ｒ1年度】
・入国規制の解除後に満足度調査を実施する。
・参考として、令和元年度におけるアクセスログ総件数9,763件のうち外国人
利用者件数が3,116件（32%）となっている。

【Ｒ1年度】
・整備箇所及び周辺における、無料Wi-Fi案内のステッカーやポスターの
貼り付け、広報誌や市HPといった既存のＰRを実施・継続し、新たなＰＲ方
法にも取り組むことによって利用者数を増やし、事業効果の向上を図る。

- - 80%以上

実　績 - - -

目　標

実　績

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R3年度 R4年度
R2年度

R1年度 R2年度

80%以上 -

満足度調査
未実施

-

■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

外国人観光客に対して、Wi-Fiの満足度（80%以上）

目　標



実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

超高速ブロードバンド整備の完了

実　績 整備の完了 － － － －

目　標 整備の実施 － － － －

実　績

実　績

目　標

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

－

実　績 補助の完了 － － － －

超高速ブロードバンドサービス環境整備及び
サービスを提供する通信事業者への補助

目　標 補助の実施 － － －

実　績

73.0%

うち
交付金充当額

81,104 81,104

執行状況の説明
当該年度に詳細設計とFTTHの敷設工事を実施した。不用額37,579千円については、県外作業員の確保を見
込んでいたため、旅費・宿泊費・重機リース費等が不用となったことによるものである。

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 合計

Ｂ．執行済額 101,381 101,381

Ａ．予算現額 138,960 138,960

執行率（％）(B/A) 73.0%

事業内容
　島しょ地域超（平安座・宮城・伊計・浜比嘉島）における超高速ブロードバンド基盤整備率をうるま市内と同等程度まで向上させ、
ICT利用による便利性を全県的に等しく享受する。

実施方法 □ 直接実施 □ 委託 ■ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-3
30 30 該当箇所

担当部課名 企画部 情報課
事業実施
年度

平成 ～

市町村名 うるま市

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 島しょ地域超高速ブロードバンド整備事業 沖縄２１世紀ビジョン 第3章-3-(11)-イ

基本計画該当箇所 生活環境基盤の整備及び教育・医療・
福祉における住民サービスの向上



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R1年度】
・島しょ地域超高速ブロードバンド整備事業は基本的には民設民営の事業であることから、民間通信事業者が主体的に取り組み当該サービスへの加入
促進、運営するものと考えている。しかしながら、補助金による整備と本市の島しょ地域振興の施策としての位置付けから、本市も積極的に当該通信事
業者に協力し、市広報詩やHPなどのSNSで情報発信と島しょ地域で開催される各種イベントにおいてパンフレット配布な

どの周知活動に取り組み、地域の幅広い世代での加入促進に努めて参りたい。

【R１年度】
・地域住民の協力や加入促進イベントの開催もあって、令和2年3月時点で加
入者数が284件（加入率21.5％）となり、目標の加入率20%を上回ることができ
た。

【R1年度】
・通信事業者と情報交換する機会を設け、加入状況を把握するとともに新
しいサービス等の情報を収集しながら協力して周知活動を行っていきた
い。

・島しょ地域のデジタルデバイドの解消に寄与するとともに、ブロードバンド
サービス提供開始時の平成31年4月時点の1,344世帯から令和2年4月現在
の1,367世帯を比較すると33世帯が増えた。島しょ地域超高速ブロードバンド
事業において当該地域の環境が整備されたことも増加の要因の一つとして
考えている

- - -

状
況
説
明

【R1年度】
・光サービス加入率は21.5％となり目標を上回っている。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

20.0%

実　績 - - - - 21.5%

R1年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

光サービス加入率

目　標 -


